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～病気のしくみを学びにゆく～

第 3 回　炎症論②
１．何が急性炎症を引き起こすのか？

表

①感染症の病原微生物や毒素

原　因 具　体　例

①感染症 細菌、ウイルス、真菌、寄生虫およ
び微生物などが産生する毒素

②組織傷害 虚血などによる組織壊
え

死
し

、外傷、物
理化学的傷害（熱傷、凍

とう

瘡
そう

、放射線
や紫外線や環境に存在する有害化学
物質の被曝）

③異　物 物質の破片、汚物、縫合糸など

④免疫反応
　（過敏反応）

外来性異物たんぱく質に対する過剰
免疫反応（過敏症）や自己組織抗原
に対する攻撃（自己免疫疾患）

表　急性炎症の４大原因
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②組織傷害

表

③異　物

表

④過剰あるいは不適切な免疫反応

２．急性炎症はどこに発生するのか？
　 ―“微小循環”領域を理解する―

図１

図１ 図２
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図２　微小循環領域に生息する細胞たち

図１　 微小循環領域

酸素と栄養を運んできた血液の終着場
所は毛細血管の領域です。運ばれた酸
素と栄養を受け取る細胞集団は、毛細
血管の周囲に集団を成すものと、血管
から離れたところに集まっているもの
があります。この細胞集団が、生きて
いくために必要な様々な仕事を行う主
役の細胞たちです。血管の外（間質）
には膠原線維が複雑にからみ合いなが
ら広く分布し組織の形を維持する骨格
を成しています。この膠原線維の間に
は、線維芽細胞、末梢神経細胞、平滑
筋細胞、脂肪細胞といった移動するこ
とのできない細胞と、マクロファージ、
好中球、肥満細胞、好酸球、リンパ球
といった移動能力をもった細胞が少数
ながら定住して、病原微生物や異物た
んぱく質の侵入を監視しています。間
質に存在する細胞たちは、主役細胞が
しっかりと仕事ができるように支える
細胞（支持細胞）で、いわば、必要不
可欠な脇役細胞といえます。また、間
質は細胞と細胞の空虚なすき間ではな
く、組織液（間質液）と間質の基質を構
成するたんぱく質がその間隙を埋めて
います。余剰となった組織液は毛細リ
ンパ管に回収され、間質にむくみ（浮腫）
が生じないようにはたらいています。

細動脈と細静脈の間に
広がる毛細血管ネット
ワークの一つひとつの
区画の中には、おびた
だしい細胞が集団を成
して生息しています。
しかし、その存在の様
式は一様ではなく、毛
細血管に接するように
密に並ぶところもあれ
ば、豊富な間質をもっ
て小さな細胞集団を成
すところもあります。
あたかも、航空写真で
都市の街並みを見てい
るようですね。


